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主な内容　議会だより/平成29年度大紀町予

算/大紀町人事異動/町税・料金の納期一覧と

口座振替のご案内/提供会員養成講座受講者募

集のお知らせ/児童扶養手当・特別児童扶養手

当変更のお知らせ/ほか

町内の小・中学校で入学式が行われ、新入

生たちは期待と不安を胸に新たな学校生活

をスタートさせました。



議会事務局　℡86-2248大紀町議会副議長　北出　幸一 大紀町議会議長　出口　真吾

第
２
回
臨
時
会

　

平
成
29
年
第
２
回
大
紀
町
議
会
臨
時
会
を
、
３
月
24
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
会
の
役
員
構
成
で
は
、
議
長
に
出
口
真
吾
議
員
、
副
議
長
に
北
出
幸
一
議
員
が
選

ば
れ
、
各
常
任
委
員
、
議
会
運
営
委
員
が
選
任
さ
れ
る
な
ど
、
新
し
い
議
会
の
体
制
が

整
い
ま
し
た
。

議
長
・
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、
町
議
会
活
動
に
対
し
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
任
期
満
了
に
伴
い
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員
選
挙
後
の
初
め
て
の
議
会
で
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
得
て
、
議
長
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

身
に
余
る
光
栄
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
正
副
議

長
と
し
て
の
職
務
に
全
力
を
傾
け
、
議
会
の
調
整
役
と
し
て
、
公
平
・
中
立
か
つ
円
滑

な
議
会
運
営
に
取
組
み
、
町
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
の
大
紀
町
発
展

に
寄
与
し
、
よ
り
良
い
皆
様
の
生
活
の
た
め
に
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
政
府
に
よ
る
「
新
・
三
本
の
矢
」
と
し
て
、
強
い
経
済
・
子
育
て
支
援
・
社
会

保
障
の
充
実
の
政
策
を
一
体
的
に
推
進
し
、
「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」
を
強
固
な
も
の

と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
地
方
の
津
々
浦
々
ま
で
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
が
行

き
渡
り
、
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
暮
ら
し
に
や
さ
し
い
環
境
整
備
が
出
来
る
こ

と
と
期
待
を
よ
せ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
そ
の
よ
う

な
中
、
本
町
に
お
い
て
も
住
民
福
祉
を
は
じ
め
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
課
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
最
大
限
反
映
さ
せ
、
将
来
に

夢
や
希
望
が
持
て
る
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
豊
か
で
住
み
よ
い
町

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
議
案
審
議

　

審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
平
成
28
年
度
大
紀
町
一
般
会
計

及
び
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
・
介
護
保
険
特
別
会

計
・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
・

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
）補
正
予
算

…
す
べ
て
原
案
可
決

■
平
成
29
年
度
大
紀
町
一
般
会
計

補
正
予
算

…
原
案
可
決

■
大
紀
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て…

原
案
可
決

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
本
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

簡
易
水
道
事
業
の
統
合
に
伴
い

申
請
す
る
水
道
事
業
統
合
創
設
認

可
で
の
給
水
人
口
、
及
び
１
日
最

大
給
水
量
の
数
値
に
変
更
が
生
じ

た
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。
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■
大
紀
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

…
原
案
可
決

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改

正
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

■
伊
勢
市
と
の
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
の
変
更
に
つ
い
て…

原
案
可
決

　

伊
勢
市
と
の
間
に
お
い
て
締
結

し
た
、
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の

一
部
を
変
更
す
る
た
め
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議

決
が
必
要
な
た
め
、
審
議
し
た
も

の
で
す
。

■
教
育
長
の
任
命
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

…
同
意

　

教
育
長
は
稲
葉　

元
さ
ん
（
野

原
）に
決
ま
り
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

…
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
は
平
岩
保
子

さ
ん（
滝
原
）に
決
ま
り
ま
し
た
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

…
同
意

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
は
次
の
方
々
に
決
ま
り
ま
し

た
。

　

・
坂
口　
　

温
さ
ん（
阿
曽
）

　

・
西
村　

敏
喜
さ
ん（
錦
）

　

・
服
部　

寿
久
さ
ん（
大
内
山
）

■
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

…
同
意

　

議
会
か
ら
選
出
さ
れ
る
監
査
委

員
は
、
元
坂　

明
議
員
に
決
ま
り

ま
し
た
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

…
適
任
者
と
認
め
る

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
次
の

方
々
を
適
任
者
と
認
め
、
推
薦
す

る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

・
村
田　

明
雄
さ
ん（
阿
曽
）

　

・
伊
藤　

伸
子
さ
ん（
大
内
山
）

■
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員

の
選
挙

　

選
挙
管
理
委
員
に
次
の
方
々
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

・
藤
田　
　

修
さ
ん（
永
会
）

　

・
村
田　
　

守
さ
ん（
阿
曽
）

　

・
湊　
　

明
春
さ
ん（
錦
）

　

・
小
倉　

三
直
さ
ん（
大
内
山
）

選
挙
管
理
委
員
補
充
員
に
次
の
皆

さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

・
中
倉　

理
之
さ
ん（
永
会
）

　

・
水
口　
　

壽
さ
ん（
阿
曽
）

　

・
奥
野　

一
正
さ
ん（
錦
）

　

・
伊
藤　

重
樹
さ
ん（
大
内
山
）

◇
大
紀
町
議
会
役
員
構
成

◆
総
務
教
育
民
生
常
任
委
員
会

委　

員　

長　

伊　

藤　

衡　

基

副
委
員
長　

平　

見　

順　

一

委　
　

員　

辻　

原　

雄　

司

　
　
　
　
　

北　

出　

幸　

一

　
　
　
　
　

出　

口　

真　

吾

　
　
　
　
　

元　

坂　
　
　

明

　
　
　
　
　

谷　

口　

宏　

嗣

◆
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委　

員　

長　

大　

東　

政　

司

副
委
員
長　

加　

藤　

德　

幸

委　
　

員　

渡　

邊　

典　

浩

　
　
　
　
　

村　

田　

康　

郎

　
　
　
　
　

山　

川　

和　

基

　
　
　
　
　

柏　

木　

昭　

久

　
　
　
　
　

山　

添　

英　

機

◆
議
会
運
営
委
員
会

委　

員　

長　

谷　

口　

宏　

嗣

副
委
員
長　

平　

見　

順　

一

委　
　

員　

伊　

藤　

衡　

基

　
　
　
　
　

山　

川　

和　

基

　
　
　
　
　

大　

東　

政　

司

　
　
　
　
　

山　

添　

英　

機

◆
度
会
広
域
連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

柏　

木　

昭　

久

　
　
　
　
　

北　

出　

幸　

一

◆
荷
坂
や
す
ら
ぎ
苑
組
合
議
会
議

員
　
　
　
　
　

辻　

原　

雄　

司

　
　
　
　
　

伊　

藤　

衡　

基

　
　
　
　
　

加　

藤　

德　

幸

　
　
　
　
　

山　

川　

和　

基

　
　
　
　
　

山　

添　

英　

機

◆
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
広
域
連
合

議
会
議
員

　
　
　
　
　

村　

田　

康　

郎

　
　
　
　
　

山　

川　

和　

基

　
　
　
　
　

大　

東　

政　

司

◆
わ
た
ら
い
老
人
福
祉
施
設
組
合

議
会
議
員

　
　
　
　
　

元　

坂　
　
　

明

◆
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

出　

口　

真　

吾

◆
紀
勢
地
区
広
域
消
防
組
合
議
会

議
員

　
　
　
　
　

渡　

邊　

典　

浩

　
　
　
　
　

加　

藤　

德　

幸

◆
奥
伊
勢
広
域
行
政
組
合
議
会
議

員
　
　
　
　
　

谷　

口　

宏　

嗣

　
　
　
　
　

大　

東　

政　

司

　
　
　
　
　

平　

見　

順　

一

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　

元
坂　

明
議
員
が
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
よ
り
表
彰
の
栄
誉
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上

に
わ
た
り
、
議
員
活
動
を
通
し
て

地
方
自
治
振
興
に
寄
与
し
た
功
績

に
対
し
授
与
さ
れ
た
も
の
で
、
３

月
24
日
に
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
町
発
展
の
た
め
に
お

力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
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平成29年度大紀町予算

一般会計に64億7,949万円

歳入

町
税
総
額
2.8
％
増

　

平
成
29
年
度
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
64
億
７
，９
４
９
万
円
と
し
、

平
成
28
年
度
当
初
と
比
較
し
て

２
億
６
，
０
５
１
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
税
で
は
、
町
民
税
や
固
定

資
産
税
な
ど
の
増
収
に
よ
り
、

本
年
度
の
町
税
総
額
は
前
年
度

に
比
べ
２
，
０
２
３
万
２
千
円

増
の
７
億
３
，
０
３
９
万
２
千

円
と
な
り
、
税
収
確
保
に
は
全

力
を
注
い
で
い
く
考
え
で
す
。

　

町
債
で
は
、
農
林
業
・
土
木

施
設
整
備
事
業
及
び
減
災
対
策

事
業
等
、
臨
時
財
政
対
策
債
を

含
め
、
１
０
億
３
，
６
６
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
町
債
に
つ

い
て
は
、
地
方
交
付
税
措
置
に

よ
る
財
政
支
援
の
高
い
過
疎
債

や
合
併
特
例
事
業
債
を
基
本
に

借
入
を
行
な
い
、
財
政
負
担
へ

の
影
響
に
最
大
限
に
配
慮
し
て

い
ま
す
。

【
一
般
会
計
】

　

地
方
公
共
団
体
の
会
計
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
を
網
羅
し
て
い
る
会
計
で
す
。

分担金及び負担金 3,357万1千円（0.5%）

歳入合計
64億7,949万円

依存財源81.0%
自主財源19.0%

歳出合計
64億7,949万円

歳出

優
先
性
・
緊
急
性
を
踏
ま
え
て
の
予
算

編
成

　

財
政
の
健
全
化
を
基
本
と
し
て
、
行
財
政
改
革
を
着
実
に
推
進

し
、
事
業
の
見
直
し
に
努
め
、
優
先
性
・
緊
急
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
、
効
率
的
に
予
算
編
成
し
て
い
ま
す
。

諸収入 1億54万3千円（1.6%）

繰越金 1億円（1.5%）

財産収入外 4,404万1千円（0.7%）

地方交付税
35億円

（54.0%）

県支出金　
2億6,675万2千円（4.1%）

町債
10億3,660万円（16.0%）

国庫支出金
2億4,197万1千円（3.7％）

地方消費税交付金
1億4,000万円（2.2%）

地方譲与税外交付金
6,190万1千円（1.0%）

町税 
7億3,039万円2千円（11.3%）

繰入金 1億7,129万8千円（2.6%）

使用料及び手数料
5,421万（0.8%）

議会費 8,578万4千円（1.3%）

総務費
6億7,912万5千円（10.5%）

民生費
15億3,033万円

（23.6%）

農林水産業費 4億6,659万6千円（7.2%）

衛生費
7億2,711万円（11.2%）

商工費
1億1,675万1千円（1.8%）

土木費
4億5,765万9千円（7.1%）

消防費
7億8,630万3千円（12.1%）

教育費
4億1,488万9千円（6.4%）

災害復旧費
1万2千円（0.0%）

公債費
11億4,199万3千円（17.6%）

諸支出金 5,717万3千円（0.9%）

予備費 1,576万5千円（0.2%）

（全体に占める割合：％）

当
資
料
は
、
骨
格
で
編
成
さ
れ
た
当
初
予
算
か
ら
、
選
挙
後
の
３
月
に
政
策
的
経
費
等
の
追

加
補
正
を
行
っ
た
後
の
予
算
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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◆
各
種
検
診
事
業

〈
１
，
５
９
４
万
８
千
円
〉

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
を
主
眼
と
し

た
検
診
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
予
防
接
種
事
業

〈
２
，
５
７
９
万
４
千
円
〉

　

乳
幼
児
や
高
齢
者
を
は
じ

め
、
感
染
症
の
発
生
や
蔓
延
を

予
防
す
る
た
め
、
予
防
接
種
法

で
定
め
ら
れ
た
事
業
の
他
、
子

ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
任
意
接
種
費
用
を
助
成
し
ま

す
。

◆
Ｃ
バ
ス
・
福
祉
バ
ス
運
行
事
業

〈
１
，
０
５
０
万
４
千
円
〉

　

通
院
患
者
や
高
齢
者
、
ま
た

学
生
な
ど
交
通
弱
者
の
移
動
手

段
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
エ
ン
ゼ
ル
手
当
給
付
事
業

〈
２
，
５
７
０
万
円
〉

　

出
産
時
の
祝
い
金
と
し
て
、

新
生
児
が
第
１
子
及
び
第
２
子

の
場
合
10
万
円
、
第
３
子
の
場

合
30
万
円
、
第
４
子
の
場
合
は

性
質
別
歳
出投資的

経費

その他の
経費

義務的
経費

予備費
1,576万5千円
（0.2%）

人件費
10億8,845万円
（16.8%）

公債費
11億4,199万3千円
（17.6%）

扶助費
4億8,683万2千円
（7.5%）

普通建設事業費
10億1,248万3千円（15.6%）

災害復旧事業費
1万2千円
（0.0%）

物件費
6億9,221万9千円

（10.7%）

維持補修費
1億1,592万2千円

（1.8%）

補助費等
9億9,651万2千円

（15.4%）

積立金
5,712万5千円

（0.9%）

繰出金
8億7,217万7千円

（13.5%）

平
成
29
年
度
重
点
等
事
業

50
万
円
、
第
５
子
以
降
は
100
万

円
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
15
歳
ま
で
の
各
誕
生
月

に
２
万
円
、
中
学
校
卒
業
時
に

５
万
円
の
支
給
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
エ
ン
ゼ
ル
２
補
助
金

　

（
給
食
費
補
助
事
業
）

〈
２
，
８
０
４
万
２
千
円
〉

　

保
育
園
児
・
小
・
中
学
校
生

徒
へ
の
給
食
費
の
80
％
を
補
助

し
ま
す
。

◆
エ
ン
ゼ
ル
３
補
助
金

　

（
高
校
生
通
学
費
補
助
事
業
）

〈
８
６
８
万
５
千
円
〉

　

最
寄
駅
か
ら
通
学
下
車
駅
ま

で
の
通
学
費
定
期
購
入
代
の
概

ね
50
％
を
補
助
し
ま
す
。

　

下
宿
生
に
年
間
３
万
円
を
補

助
し
ま
す
。

◆
ド
リ
ー
ム
手
当
給
付
事
業

〈
９
０
０
万
円
〉

　

住
宅
で
寝
た
き
り
等
の
高
齢

者
を
介
護
す
る
家
族
の
方
へ
介

護
手
当（
年
額
36
万
円
）を
支
給

し
ま
す
。

◆
ベ
ア
ー
ズ
助
成
金

　

 （
子
ど
も
、
児
童
医
療
費
助

成
事
業
）

〈
２
，
０
７
６
万
円
〉

　

子
育
て
支
援
と
し
て
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
新
生
児
か
ら
高
校
卒
業

ま
で
の
医
療
費
を
助
成
し
て
い

き
ま
す
。

◆
松
阪
牛
導
入
支
援
事
業

〈
８
５
０
万
円
〉

　

松
阪
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
肉
牛
の

畜
産
の
た
め
仔
牛
購
入
に
関
し

て
、兵
庫
県
産
仔
牛
を
３
万
円
、

そ
の
他
県
産
仔
牛
を
１
万
３
千

円
助
成
し
て
い
き
ま
す
。

◆
漁
業
活
性
化
対
策
補
助
金

〈
４
，
３
０
０
万
円
〉

　

水
産
資
源
確
保
の
た
め
ア
ワ

ビ
・
イ
セ
エ
ビ
、
カ
サ
ゴ
な
ど

の
種
苗
放
流
、
新
た
な
魚
種
で

の
試
験
養
殖
の
ほ
か
、
水
産
加

工
品
や
鮮
魚
の
販
路
拡
大
な
ど

の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

◆
減
災
対
策
事
業

〈
３
億
４
，
１
８
０
万
円
〉

　

津
波
の
威
力
を
弱
め
、

避
難
す
る
時
間
を
稼
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
た
防
潮
堤

の
整
備
を
す
す
め
ま
す
。
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簡易水道事業から上水道事業へ移行しました

問い合わせ　環境水道課　℡86-2245

　今後、老朽化した水道施設の更新や耐震化事業を行う場合において、国の補助金を受けるた
めには簡易水道事業を統合し、上水道事業へ移行することが制度の改正により条件となりまし
た。そのため当町では、平成29年度より3つの簡易水道事業を統合し上水道事業として公営企
業会計により運営してまいります。
　なお、住民の皆さまにおかれましては、上水道事業へ移行しても今までどおり受けられるサー
ビスに変更はございません。
　また、水道料金の支払い方法につきましてもこれまでどおりです。口座振替を利用されてい
る場合等、改めて手続をする必要はなく、継続してご利用いただけます。
　今後とも、水道行政にご理解ご協力いただきますようお願いいたします。

■ 

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
医
療

費
と
加
入
者
は
高
齢
化
と
共

に
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
健
康

診
査
な
ど
保
健
事
業
を
継
続

し
、
高
齢
者
の
方
が
、
安
心

し
て
健
や
か
に
暮
ら
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
健
康
増
進
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

減
少
に
よ
り
、
国
民
健
康
保

険
の
基
盤
は
年
々
弱
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

加
入
者
の
減
少
と
共
に
、

保
険
税
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
医
療
費
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
特
定
健
診
な
ど

の
保
険
事
業
の
推
進
等
に
よ

り
医
療
費
の
適
正
化
を
図

り
、
効
率
的
な
保
険
事
業
を

運
営
し
て
い
き
ま
す
。

■ 

水
道
事
業
公
営
企
業
会
計

　

４
月
よ
り
３
つ
の
簡
易
水

道
が
統
合
し
、
上
水
道
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

上
水
道
事
業
へ
の
移
行
に

伴
い
、
町
の
予
算
か
ら
分
離

し
、
独
自
の
収
入
で
経
費
を

賄
う「
独
立
採
算
」を
原
則
と

し
た
公
営
企
業
会
計
に
よ
り

運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
経
営
戦

略
、
水
道
本
管
更
新
等
の
計

画
を
進
め
、
更
に
安
心
安
全

な
水
が
提
供
で
き
る
よ
う
事

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

介
護
保
険
特
別
会
計

　

平
成
29
年
度
か
ら
総
合
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
利
用
者
へ
の
き
め

細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
一
番
と

し
、
よ
り
良
い
総
合
事
業
の

実
施
に
努
め
て
、
介
護
保
険

の
健
全
化
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
支
援
事
業
で
は
、
総

合
事
業
関
連
の
予
算
を
新
た

に
計
上
し
、
今
後
は
社
会
福

祉
協
議
会
や
各
種
団
体
な
ど

と
連
携
し
、
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
事
業
の
充
実
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

特別会計
予算名 本年度 前年度 伸び率

国民健康保険 15億1,900万円 16億500万円 ▲5.4％

介護保険 15億5,900万円 14億9,040万円 4.6％

簡易水道事業 （企業会計へ移行） 11億8,950万円 皆減

後期高齢者医療事業 3億2,950万円 3億2,450万円 1.5％

合　計 34億750万円 46億940万円 ▲26.0％

企業会計
予算名 本年度 前年度 伸び率

水道事業 ※8億3,338万円 （簡易水道事業から移行） 皆増

※水道事業会計予算額は、収益的支出と資本的支出の合算額となります。
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大紀町人事異動　　平成29年4月1日付　　役職・氏名（前職）
▽本庁
■総務財政課
　係　　長　　田中　和美（農林課係長）
　主　　査　　山添　高雅（税務課主査）
■企画調整課
　宮川流域ルネッサンス協議会事務局駐在
　主　　事　　中川　誠也（企画調整課主事）
■税務課
　課　　長　　堀江　嘉文（七保支所課長補佐）
　主　　事　　筒井　彬百（地方税管理回収機構派遣）
■住民課
　主　　査　　石倉妃加里（住民課主事）
■健康福祉課
　課長補佐　　大野　将彦（環境水道課係長）
　係　　長　　田中布紀子（健康福祉課主査）
　主　　査　　玉井　紀秀（健康福祉課主事）
■環境水道課
　課　　長　　西　　直己（環境水道課課長補佐）
　係　　長　　中井　克実（環境水道課主査）
■農林課
　係　　長　　笹　充予子（会計課主査）
■建設課
　課　　長　　小倉　秀康（環境水道課長）
■会計課
　課　　長　　神戸　　理（健康福祉課課長補佐）
　係　　長　　鈴木真由美（七保支所主査）
■防災安全課
　課長補佐　　玉木　謙治（防災安全課係長）
　主　　査　　谷口　勇佐（総務財政課主査）
▽支所
■柏崎支所
　支　所　長　　小倉　孝彦（柏崎支所課長）
　主　　査　　西村　勝敏（大内山支所主査）
■錦支所
　課長補佐　　中世古玲一郎（錦支所係長）
■大内山支所
　参事兼支所長　　森岡　正文（大内山支所長）
■七保支所
　支　所　長　　北村　　健（会計課長）
　課長補佐　　中村　隆子（七保支所係長）
　係　　長　　林　　治紀（防災安全課主査）

▽保育園
■ななほ保育園
　園　　長　　鳥田　美幸
　　　　　　　（大宮保育園主任保育士）
　主任保育士　　紙島　菊子
　　　　　　　（ななほ保育園保育士）
■大宮保育園
　園　　長　　小倉　三智
　　　　　　　（柏崎わかば保育園主任保育士）
　主任保育士　　中西みのり
　　　　　　　（ななほ保育園主任保育士）
　保　育　士　　谷口　貴恵
　　　　　　　（錦あおぞら保育園保育士）
　保　育　士　　山添　愛美（新規採用）
■柏崎わかば保育園
　主任保育士　　奥山　富子
　　　　　　　（大内山保育園主任保育士）
■錦あおぞら保育園
　園　　長　　中世古尚子（大宮保育園園長）
　主任保育士　　西　　麻里（大宮保育園保育士）
　保　育　士　　谷口　菜摘（新規採用）
■大内山保育園
　主任保育士　　山添万里子
　　　　　　　（大内山保育園保育士）
　保　育　士　　小井真里奈（大宮保育園保育士）
　保　育　士　　東　　真穂（新規採用）
▽学校
■七保小学校
　調　理　員　　中村　美幸（大宮小学校調理員）

●退職者
平成29年3月31日付
　税務課参事兼課長　　　　　　　小倉　　斉
　柏崎支所参事兼支所長　　　　　山本　善道
　柏崎支所課長補佐　　　　　　　小林喜代美
　錦支所課長補佐　　　　　　　　中谷登代子
　錦あおぞら保育園園長　　　　　谷口　満穂
　ななほ保育園園長　　　　　　　阪井　厚子
　大宮小学校運転手　　　　　　　阪井　功詞
　七保小学校調理員　　　　　　　中村　洋子
　健康福祉課技師　　　　　　　　栗山　貴博
　錦あおぞら保育園保育士　　　　中世古智子

新規採用職員のご紹介
平成29年4月1日で採用された職員をご紹介します。
町民の皆さん、よろしくお願いします。

大
内
山
保
育
園

　
　
　

東　
　

真
穂

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
笑
顔
で
元
気
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

大
宮
保
育
園

　
　
　

山
添　

愛
美

　

子
ど
も
達
が
安
心
し
て
毎

日
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う

に
愛
情
を
持
っ
て
関
わ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

錦
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

　
　
　

谷
口　

菜
摘

　

大
紀
町
の
保
育
に
貢
献
出

来
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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まちの話題

 水泳王国オーストラリアで圧巻の泳ぎ！

　2月28日から3月7日の期間で開催された「ニュー
サウスウェールズ選手権」（オーストラリア）に日本
代表として出場した阪本祐也君（三重高2年・大紀
SC所属）がリオオリンピック出場の選手らととも
に堂々としたレースで、リレー2種目で金メダル、
個人2種目で銀メダルを獲得しました。
　3月7日には、阪本君がメダルをもって谷口町長
のもとを訪れ、大会の結果を報告しました。
　阪本君の今後の活躍を期待します。

大会結果（決勝種目）

　　　200mバタフライ（個人）　　　　２位

　　　100mバタフライ（個人）　　　　２位

　　　400mメドレーリレー　　　　　優勝

　　　200m混成メドレーリレー　　　優勝

 錦　春の祭典

　3月12日　錦みなとホールで、「錦　春の祭典」
（錦芸能協会主催）が行われました。
　春の祭典は、錦節のオープニングではじまり、
錦あおぞら保育園児の踊りや乱舞キッズのよさこ
いソーラン、踊り、唄など24組が日頃の練習の成
果を披露し、観覧に訪れた方々から大きな声援や
たくさんの拍手が送られていました。

 谷口町長再任初登庁

　3月25日　2月の大紀町長選挙で無投票当選を果たし
た谷口町長が、役場正面玄関で職員が出迎える中、初
登庁しました。
　この日、職員一同から花束が贈られると3期目の町政
にあたり挨拶がありました。

 ふるさと納税　感謝状

　3月15日　多額のご寄付をいただいた大内山動物
園園長の山本清號さんに谷口町長から感謝状が手渡
されました。
　ふるさと納税でいただいたご寄付は、大紀町の貴
重な財源として活用させていただきます。
　ありがとうございました。
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まちの話題

 大内山牛乳杯チャレンジカップ
 小学生バレーボール大会

　3月19日　大内山B&G体育館で、第24回大
内山牛乳杯チャレンジカップ小学生バレー
ボール大会が行われました。
　大会は、地域の小学生の健全な育成や、6
年生の卒業祝いの交流を目的に行われ、町
内外から12チームが参加しました。
　大会の結果、紀勢ジュニアが3位入賞を果
たしました。

 第12回　大紀町テニス大会

　3月19日　滝原地区ふれあいの里テニスコートで、松
阪・津・尾鷲市、大紀町から32人が参加して、第12回
大紀町テニス大会が開催されました。
　参加したみなさんは、日頃の練習の成果を発揮しトー
ナメントを競いました。

 元大内山村長
 故小倉文也氏が正六位を授与

　故小倉文也氏は平成元年から平成17年の永きにわた
り大内山村長に就任し、地方自治の発展に尽力されま
した。
　3月22日には、小倉さん宅で、服部副町長より長男の
正康さんに位記が伝達されました。

小倉さんと服部副町長

 町議会議員としての功績に感謝状

　3月24日　役場議会棟議場で、多年にわたり町議会議
員として活躍された瀬古伸一さん（金輪）と出馬益子さ
ん（大内山）に、谷口町長から感謝状が贈られました。

左から、瀬古さん、出馬さん、谷口町長

 美し国三重市町対抗駅伝
 出場者に感謝状

　3月24日　第10回美し国三重市町対抗駅伝に出
場した大紀町チームの選手の皆さんに谷口町長か
ら感謝状が贈られました。
　大紀町チームは、昨年9月から練習を重ねてき
た成果を発揮し、市町総合の部（29市町）で21位、
町の部（15町）では9位という成績を収めました。
　選手の皆さんお疲れ様でした。
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まちの話題
柏崎支所枝垂れ桜の下で春のイベント

桜見茶会

　3月20日　桜見茶会がなごみ会により開か
れました。
　この日は、町内で伝統文化の茶道を学ん
でいる子供も参加し、訪れた方々をおもて
なししていました。
　来場者は、和菓子や抹茶で春のさわやか
な一日を満喫していました。

桜コンサート ・ さくら茶会

　3月25日　桜コンサートが花の寺大蓮寺主
催で開かれ、学び舎茶道こども教室による
さくら茶会も同時に開催されました。
　会場では美しい歌声が響く中、野点も行
われ、文化庁伝統文化親子教室で学ぶ子ど
も達が、来場者をもてなしていました。

 地域福祉活動へご寄付

　3月28日　町長室で、大内山酪農農業協同組合より、大紀町
社会福祉協議会へ多額の寄付金をいただきました。
　この日、谷川原組合長から、町の地域福祉活動に活用して
もらいたいとの主旨で社会福祉協議会会長である谷口町長に
寄付金が手渡されました。

谷口町長と谷川原組合長

 第３子誕生祝う

　3月31日　町長室で、子育て支援制度による「エンゼル手当」
が支給されました。
　この日、第3子を出産した母親　中川さやかさん（大内山）に
エンゼル手当30万円が谷口町長より手渡されました。
　おめでとうございました。

谷口町長と中川さん

　3月31日　役場本庁で、国立大学法人三重大学と大紀
町との連携・協力に関する協定調印式が行われました。
　この協定は、三重大学と大紀町が包括的に密接な連携
を図り、地域創生の実践に関する各分野における諸課題
に的確に対応することにより、三重大学における教育研
究および大紀町における地域振興に資することを目的に
行われるものです。
　この日、三重大学駒田美弘学長と谷口町長が協定書に署名し、協定が締結されました。

 三重大学と大紀町との
 連携 ・協力に関する協定調印式

谷口町長と駒田学長
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まちの話題

第27回全国菓子大博覧会・三重

全国のお菓子が大集合！日本最大級のお菓子の祭典！！

公式ホームページ：http://www.kashihaku-mie.jp/

開催日：平成29年4月21日（金）～5月14日（日）

会　場：三重県営サンアリーナ及びその周辺

◆大紀町PRデー
　平成29年5月6日（土）午後2時20分から　会場内「いせ舞台」にて

　内容：大紀町PRステージ、牛乳早飲み大会、特産品が当たるビンゴゲーム大会

　　問い合わせ　コールセンター　℡0596-63-5830 （午前9時～午後6時）

　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail  info@kashihaku-mie.jp

平
成
29
年
度
大
紀
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
支
援
補
助
金
募
集
の
お
知
ら
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
補
助
金
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
奨
励
す
る
こ
と
を
目
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
団

体
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
団
体

　

２
名
以
上
で
構
成
さ
れ
た
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
で

あ
っ
て
、
代
表
者
が
大
紀
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

活
動
内
容

　

特
定
の
地
域
や
特
定
の
団
体
の
み
な
ら
ず
、
大
紀
町
全
体
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
活
動
や
ま
わ
り
の
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
活

動
と
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
自
主

的
な
活
動
で
あ
る
こ
と
。

補
助
金
額

　

補
助
経
費
の
対
象
は
、
自
主
的
な
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要

な
経
費
と
し
て
お
り
、
上
限
を
10
万
円
と
し
て
予
算
の
範
囲
内

に
お
い
て
補
助
し
ま
す
。

※ 

飲
食
代
等
は
補
助
対
象
外
と
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

平
成
29
年
４
月
14
日(

金)

～
５
月
12
日(

金)

ま
で

そ
の
他

　

申
請
書
類
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
紀
町
役
場
企
画
調
整
課
へ

取
り
に
来
て
い
た
だ
く
か
、
大
紀
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。

　

※ 

大
紀
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
入
手
方
法

　

大
紀
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
各
課
様
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
→
企
画

調
整
課

　

応
募
件
数
が
多
数
の
場
合
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
　

企
画
調
整
課　

℡
８
６
―
２
２
１
４

 第７回　錦ぶりまつり

　4月1日　錦第二魚市場で、錦ぶりまつりが開催されま
した。
　「錦ぶりまつり」は、地元特産のブリや錦で獲れる新鮮な
魚介類をPRし、安価で食べてもらおうと、錦ぶりまつり
実行委員会が行っており、今年で7回目の開催となります。
　会場では、ブリ660本が用意されて、1本売りや照り焼
きなどが販売され、約3,000人の来場者でにぎわいました。
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72
年
前
の
記
憶
な
の
で
完
璧
で

は
無
い
が
、
若
い
人
達
に
贈
る
手

紙
と
思
っ
て
読
ん
で
頂
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。（
当
時
の
、
私
と
同

年
輩
の
皆
さ
ん
も
、
同
じ
様
な
体

験
を
さ
れ
た
事
で
あ
る
） 

　

私
が
満
５
歳
と
１
ヶ
月
の
昭
和

19
年
12
月
７
日
午
後
１
時
40
分
に

起
き
た
東
南
海
地
震
に
よ
る
津
波

が
来ら

い

襲
し
ゅ
う

す
る
約
30
分
前
か
ら
翌
年

の
８
月
15
日
の
終
戦
後
の
私
自
身

体
験
で
あ
る
。
錦
の
高
岡
に
田
畑

が
有
り
、
隣
接
の
檜

ひ
の
き

を
お
じ
さ
ん

達
が
切
り
倒
し
た
後
、
枝
を
薪
に

す
る
為
、
母
は
鋸

の
こ
ぎ
り

や
鉈な

た

で
短
く

切
っ
て
い
た
。
私
が
鉈
を
持
つ
と
、

い
つ
も
取
上
げ
た
。
昼
に
な
り
、

め
っ
ぱ
（
弁
当
箱
）
の
蓋ふ

た

に
私
の

分
だ
け
母
が
入
れ
、
残
り
を
祖
母

と
分
け
て
い
た
昼
食
後
、 

突
然
地

震
が
起
き
る
。

　

立
っ
て
居
れ
な
い
の
で
座
っ
て

い
る
と
、
少
し
離
れ
た
畑
に
い
た

消
防
団
長
だ
っ
た
洲
崎
町
の
谷
口

民た
み

平へ
い

さ
ん
が
走
っ
て
来
て
母
に

「
そ
ん
な
所
に
い
た
ら
地
割
れ
す

る
、
河
原
へ
降
り
よ
」
と
言
い
な

が
ら
「
地
震
は
治お

さ

ま
る
迄
、
動
く

な
ヨ
」
と
母
に
告
げ
、
家
の
方
に

走
っ
て
行
っ
た
。
数
分
経
ち
、
姉

が
自
宅
に
い
る
の
で
家
の
方
に
走

る
も
祖
母
は
少
し
足
が
不
自
由
だ
っ

た
の
で
、
私
だ
け
走
っ
て
、
現
在

の
日
の
出
町
の
西
村
長
樹
さ
ん
の

倉
庫
前
に
着
く
と
、
若
葉
町
の
丸

エ
冷
蔵
前
の
段
々
畑
か
ら
数
人
の

人
達
が
大
き
な
声
で
「
奥
の
川
の

橋
が
落
ち
た
か
ら
ひ
っ
返
せ
！
」

と
連れ

ん

呼こ

し
て
く
れ
た
。
当
時
は
一

軒
の
家
も
無
く
、
今
の
様
に
車
の

音
も
な
く
、
遠
く
の
声
が
聞
こ
え

た
。
一
生
懸
命
走
っ
て
、
祖
母
の

手
を
引
い
て
る
母
の
所
へ
戻
っ
て
、

祖
母
の
片
方
の
手
を
ひ
っ
ぱ
っ
て

長
島
新し

ん

道ど
う

（
今
の
信
号
機
と
錦
支

所
の
下
）
巾
１
ｍ
30
　

cm
程
の
山
道

が
あ
り
、
高た

か

台だ
い

に
上
が
る
も
、
直す

ぐ
下
の
福
屋
の
豚
小
屋
迄
、
津
波

が
押
し
寄
せ
て
来
た
。
母
は
大
き

な
桜
の
木
に
モ
ン
ペ
の
腰こ

し

紐ひ
も

で
私

を
縛し

ば

ろ
う
と
す
る
の
で
私
は
紐ひ

も

を

外は
ず

し
、
母
の
手
を
引
っ
張
り
祖
母

の
い
る
所
迄
辿た

ど

り
着つ

く
。
あ
の
日

の
眼が

ん

下か

に
広
が
る
光こ

う

景け
い

は
72
年
の

歳
月
が
過
ぎ
て
も
忘
れ
る
事
の
な

い
程
、
目
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

小
学
３
年
生
に
な
っ
た
頃
、
母
に

聞
い
た
ら
、
母
は
泳
げ
な
か
っ
た

の
で
、
「
運う

ん

が
あ
れ
ば
お
前
だ
け

で
も
助
か
る
し
、
死
ん
で
も
浮
い

て
い
れ
ば
亡な

き

骸が
ら

だ
け
で
も
見
つ
け

て
も
ら
え
る
と
考
え
た
」
そ
ん
な

母
も
亡
く
な
っ
て
26
年
が
過
ぎ

る
。
心
配
ば
か
り
か
け
た
51
年
間

で
あ
っ
た
。「
孝
行
し
た
し
、
親

は
無
し
」
夕
方
に
な
り
、
津
波

も
治お

さ

ま
る
。
高
台
か
ら
下
を
見
る

と
（
当
時
は
叶か

な

越ご
え

町
、
の
ぞ
み
町
、

あ
け
ぼ
の
町
、
若
葉
町
は
田
や
畑

で
あ
り
、
日
の
出
町
の
墓
地
寄
り

は
大
潮
の
満
潮
時
に
は
海
水
で
葦よ

し

が
生は

え
て
い
た
。
新
町
と
旭
町
は

潮
が
引
く
と
磯い

そ

で
、
大お

お

潮し
お

に
な
る

と
２
ｍ
程
の
深
さ
だ
っ
た
）
多お

お

勢ぜ
い

の
人
が
家
族
を
捜さ

が

し
に
来
る
。
議

員
橋
の
そ
ば
迄ま

で

行
き
、
人
ら
し
い

何
か
が
橋
の
下
に
見
え
る
の
で
、

ど
こ
か
の
お
じ
さ
ん
の
尻し

り

を
叩た

た

き
、

川
底
を
指
差さ

す
と
、
「
お
前
？
何ど

処こ

の
坊
主
で
え
」
と
叱し

か

ら
れ
る
。

記き

憶お
く

は
曖あ

い

昧ま
い

だ
が
数
年
経
っ
て
母

か
ら
聞
く
。
議
員
橋
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
は
、
竹ち

く

馬ば

の
友
で
あ
る
西

村
勲

い
さ
お

君
の
お
母
さ
ん
だ
っ
た
事
を

知
る
。
彼
は
今
は
中
町
で
床
屋
と

宅
急
便
屋
を
優や

さ

し
い
奥
さ
ん
と
営

い
と
な

ん
で
い
る
。
丸
エ
冷
蔵
の
東
側
の

町
道
迄
、
瓦が

れ
き礫

の
山
と
大
小
の

漁
船
が
沢
山
打
ち
揚あ

げ
ら
れ
て
い

た
。
そ
し
て
流
れ
着
い
た
戸と

箱ば
こ

や

濡
れ
た
布
団
の
中
に
数
多
く
の
御

遺
体
の
そ
ば
で
数
十
人
の
方
が
泣

い
て
い
た
（
数
ヶ
所
で
同
じ
光
景

を
見
る
。
64
名
の
尊
い
生
命
を
喪

う
し
な

う
）
数
名
の
提
灯
を
持
っ
た
消
防

団
員
方
の
案
内
で
、
山
す
そ
に
興こ

う

奮ふ
ん

し
た
３
頭
（
３
ヶ
所
）
の
牛
の

そ
ば
を
通
り
抜
け
る
時
は
怖
か
っ

た
。
次
郎
ハ
ゲ
の
山
を
越
え
、
旧

錦
小
（
今
の
新
生
町
）
の
裏
山
に

辿
り
着
く
。
運
動
場
に
降
り
る
と

数
ヶ
所
の
焚た

き

火び

で
明
る
か
っ
た
。

誰
か
忘
れ
た
が
女
の
人
が
傷
の
手

当
て
し
て
く
れ
る
、
姉
も
無
事
だ
っ

た
の
で
嬉
し
か
っ
た
。
私
達
家
族

も
、
自
宅
を
流
失
し
、
祖
母
と
母
、

姉
と
４
人
で
荒
坂
町
の
親し

ん

戚せ
き

の

家
（
西
村
敏と

し

己き

君
）
に
１
年
程
世

話
に
な
り
、
漸

よ
う
や

く
町
営
住
宅
が
浅

谷
町
の
福
原
康
博
さ
ん
宅
の
桑
畑

に
バ
ラ
ッ
ク
が
建
つ
。
小
学
校
通

り
側
に
入
居
、
（
確
か
４
軒
長
屋

が
２
棟
） 

毎
晩
、
米
軍
機
Ｂ
29
が

紀
伊
半
島
に
上
陸
、
愛
知
県
内
の

軍ぐ
ん
じ
ゅ需

工
場
等
を
攻
撃
す
る
為
、
錦

の
上
空
を
通
過
す
る
毎ご

と

に
、
警け

い
ほ
う報

が
鳴
る
。（
私
は
５
歳
半
頃
は
終

戦
３
ヶ
月
前
で
日
本
軍
の
敗
戦
は

色
濃こ

く
）
花
園
町
の
浅
ケ
谷
川
上

流
の
木
橋
巾
３
ｍ
の
下
に
、
私
達

甘
辛
ト
ー
ク

蝶
々
の
ひ
と
り
ご
と

第63回

４
人
と
バ
ラ
ッ
ク
長
屋
の
人

達
、
冬
の
寒
い
夜
中
に
、
雨

季
に
は
雨
の
中
を
傘
が
な
い

の
で
、
２
０
０
ｍ
程
走
っ
て
橋
下

に
隠
れ
た
。（
３
寸
丸
太
を
渡
し
、

戸
板
等
を
張
り
、
50
セ
ン
チ
程
の

水
路
も
あ
っ
た
）
夏
に
は
、
蚊か

 
や帳

を
吊つ

っ
て
寝
た
事
、
毎
晩
の
警
報

に
起
さ
れ
橋
下
の
「
寝
ぐ
ら
」
は
、

今
も
憶
え
て
い
る
。（
Ｂ
29
が
落

と
す
焼し

ょ
う
い
だ
ん

夷
弾
に
依よ

っ
て
数
名
の
方

が
犠ぎ

せ
い牲

と
な
り
終
戦
後
も
不
発
弾

は
姫
越
山
か
ら
沢
山
見
つ
か
る
）

　

あ
る
日
の
夕
方
バ
ラ
ッ
ク
長
屋

に
帰
る
と
、
見
た
事
も
な
い
叔
父

さ
ん
が
偉
そ
う
に
座
っ
て
い
る
。

母
は
「
お
と
っ
つ
ぁ
ん
、
や
じ
ょ
」

と
涙
を
こ
ぼ
す
。
終
戦
か
ら
１
年

程
遅
れ
で
ボ
ル
ネ
オ
島
か
ら
復

員
、
マ
ラ
リ
ア
病
で
苦
し
ん
で
い

る
時
は
心
配
だ
っ
た
。
小
学
２
年

の
時
、
弟
２
男
が
生
ま
れ
バ
ン
ザ

イ
を
す
る
。
５
年
生
の
時
、
３
男

が
生
ま
れ
、
家
業
を
継
ぐ
決
心
を

す
る
。
そ
の
弟
達
も
孫
爺
に
な
っ

た
。
私
の
田
畑
の
役
目
は
、
畦あ

ぜ

塗

り
、
朝
晩
の
水
、
稲
の
消
毒
、
夕

方
の
刈
取
り
、
脱
穀
機
、
ト
ウ
ミ
、

冬
は
麦
踏
み
だ
っ
た
。

　

平
成
29
年
４
月
２
日
（
日
）

自
宅
に
て

　

大
紀
町
長　

谷　

口　

友　

見

子
供
の
頃
に
体
感
し
、

　
忘
れ
た
事
は
無
か
っ
た
、

　
　
　
過
ぎ
し
日
の
想
い
出
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くらしの情報

町税・料金の納期一覧と口座振替のご案内
平成29年度の町税・料金の納期一覧

納 付 月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

町 県 民 税
（普徴）※1 1期 2期 3期 4期

固定資産税
※1 1期 2期 3期 4期

軽自動車税 全期

国民健康保険税
（普徴） 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期 11期 12期

介護保険料
（普徴）※2 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期 11期 12期

後期高齢者
医療保険料
（普徴）※2

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

納 付 期 限
（引落日）

平成29年
5月1日

平成29年
5月31日

平成29年
6月30日

平成29年
7月31日

平成29年
8月31日

平成29年
10月2日

平成29年
10月31日

平成29年
11月30日

平成29年
12月25日

平成30年
1月31日

平成30年
2月28日

平成30年
4月2日

（地方税法に準ずる・町条例に基づく）

注1　納付期限は各納付月の末日です。ただし、末日が土日祝日の場合は翌平日になります。
注2　（普徴）とは普通徴収のことで口座振替や現金払い等の方法により納めていただく方法です。
　　　この他に給与や年金から天引きされる特別徴収（特徴）という方法があります。

口座振替のご案内

◆口座振替にすると、届出された預貯金口座から自動的に払い込まれますので、
手間がかからず納め忘れもありません。一度手続きをすると、翌年度からも
自動的に納付され、解約しない限り継続します。

◆申込みは、町が指定した金融機関の本・支店（百五銀行・第三銀行・伊勢農業協同組合・三重
信用金庫・三重信漁連・みずほ銀行）や、ゆうちょ銀行（全国）にて申請してください。

◆申込みの際は、預貯金通帳、届出印鑑（出来れば納税通知書又は料金納付書）を持参してください。
　※1　 町県民税、固定資産税の口座振替の支払方法を、「納期ごと」でなく「全納」で希望されてい

る方の納期は、第一期の納期と同じになりますので、ご了承ください。
　※2　介護保険料及び後期高齢者医療保険料の引落日は、毎月25日となります。

問い合わせ
　町県民税・固定資産税・軽自動車税について 税務課‥‥‥℡86-2215
　介護保険料について 健康福祉課‥℡86-2216
　国民健康保険税・後期高齢者医療保険料について 住民課‥‥‥℡86-2217

あ ゆ み 診 療 所
～ 皮 膚 科　開 始 の お 知 ら せ ～

平成29年3月1日（水）
毎週水曜日　午前9時～正午

　皮膚科専門認定医が専属にて診療・治療を行
います

〈皮膚疾患でお悩みの方、ご相談ください〉
診療科目：内科・リハビリテーション科・皮膚科
〒519-2703　三重県度会郡大紀町滝原873番地
お問い合わせ先　℡0598-86-3111

お
詫
び
と
訂
正

広
報
た
い
き
３
月
号
に
掲

載
の
「
大
紀
町
長
と
町
議
会

議
員
の
ご
紹
介
」
に
て
、
山

川
和
基
議
員
の
居
住
地
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
、「
56
歳
・
大

内
山
」と
な
り
ま
す
。

　

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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くらしの情報くらしの情報

提供会員養成講座　受講者募集のお知らせ

大紀町ファミリー・サポート・センター事業

　子育てを助けて欲しい方（依頼会員）の要望に応じて、子育てのお手伝いができる方（提供会員）
の養成講座を開催します。
　子どもが好き、子どもと関わる活動がしたいと思っている方は、是非この機会に受講してく
ださい。
　また、子育て中の方や、お孫さんを預かっている方も、子育てに役立つ基礎知識を学んでい
ただけますので、是非お申込ください。 ※依頼会員と提供会員を兼ねることもできます。

平成29年度提供会員養成講座内容

【申し込み・問い合わせ】
みえ子育て支援・緊急サポートネットワーク　南勢志摩地域センター　℡・FAX0596-23-3938
健康福祉課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡86-2216

とき 講座項目 講師（敬略称）

5月13日
（土）

午前9時20分～
午前9時30分 開講式・オリエンテーション 担当アドバイザー

午前9時30分～
午前11時30分 子どもの権利 田部眞樹子：三重県子どもNPOサポートセンター理事長

午後12時30分～
午後2時30分 保育の心 堀川美子：育児支援アドバイザー

午後2時45分～
午後4時45分 提供会員の役割と心得 秋山則子：三重県子どもNPOサポートセンター副理事長

5/14（日）

午前10時～
正午 子どもの遊び 山野栄子：学校法人大橋学園ユマニテク短期大学教員

午後1時～
午後4時 身体の発達と病気 花田　基：花田小児科院長

午後4時10分～
午後4時40分 会則・活動記録等の説明 担当アドバイザー

5/20（土）午前9時30分～
午後12時30分 子どものけがの予防と応急処置 富内直美：日本赤十字社三重県支部

5/21（日）

午前9時30分～
午後12時30分 子どもの栄養と食生活 馬場啓子：管理栄養士（元大学教授）

午後1時30分～
午後4時30分 心の発達／障害について 千草篤麿：高田短期大学子ども学科学科長

5/27（土）

午前9時30分～
午後12時30分 小児看護の基礎知識 岡田まり：㈱ジェネラス訪問看護ステーションほたるいせ管理者

午後1時30分～
午後4時30分

講座をふりかえって
（グループで話し合い）

南伊勢町担当者
秋山則子：三重県子どもNPOサポートセンター副理事長

と　こ　ろ：南伊勢町役場南勢庁舎（度会郡南伊勢町五ヶ所浦3057／℡：0599-66-1114）
対　象　者： 大紀町・玉城町・度会町・南伊勢町・大台町内および近隣市町に在住する20歳以上

の方で、受講後に提供会員として登録していただける方
募集人数：30名（先着順）
受　講　料：無料。ただし、テキスト代（2,500円）は受講者負担となります。
　　　　　※今回、講座日程のすべてを一度に受講できない方は、ご相談ください。
そ　の　他：託児をご希望の方は、申し込み時にご相談ください。（無料）

消費者被害救済のための新たな制度ができました！

問い合わせ　津地方裁判所事務局総務課　庶務係　℡059-226-4172

　個々の消費者が受けた被害（騙されて商品を購入してしまったため代金を返してほしい等）を
集団的に救済するため、「消費者の財産的被害の集団的な回復のための民事の裁判手続の特例に
関する法律」が平成28年10月1日に施行されました。
　※詳しくは、裁判所ウェブサイトの「裁判の話題」をご覧ください。
　　（http://www.courts.go.jp/saiban/wadai/）
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くらしの情報

児童扶養手当・特別児童扶養手当変更のお知らせ

問い合わせ　住民課　℡86-2217

　平成29年4月分（8月支給分）から児童扶養手当・特別児童扶養手当額が変更になりました。

手当の種類 平成28年度（月額） 平成29年度（月額）

児童扶養手当　　　全部支給 42,330円 42,290円
一部支給 42,320円～9,990円 42,280円～9,980円
特別児童扶養手当　　　　1級 51,500円 51,450円
　　　　　　　　　　　　2級 34,300円 34,270円

○児童扶養手当とは
　 　父母の離婚などによる、ひとり親家庭等の生活の安定と自立を助け、児童の福祉の増進を

図るため、対象の児童を養育されている方に支給される手当です。
※18歳に達する日以後の最初の3月31日までの間にある児童を養育されている方が対象です。

○特別児童扶養手当とは
　 　身体や精神に障害のある20歳未満の児童の福祉の増進を図るため、対象の児童を養育され

ている方に支給される手当です。

輝け大紀のアスリート！

問い合わせ　教育委員会　生涯学習課　℡72-4040

大紀町在住・出身の人たちが色々な大会で、輝かしい活躍をしています。
皆さん、これからも応援よろしくお願いいたします。

▼ソフトテニス
　三重県シングルス選手権大会（3月19日）
　喜多　信元（パナソニック所属・阿曽区出身）　優勝

▼水泳
　第18回朝日新聞社オール学童水泳記録大会（3月11日、12日）
　阪本　礼遠（大紀SC所属・大宮小6年）
　男子100ｍバタフライ　5・6年生の部　3位（銅メダル）
スポーツで活躍されました選手・チームがありましたらご連絡ください。

スポーツ安全保険のご案内

問い合わせ　教育委員会　生涯学習課　℡72-4040

　この保険は、公益財団法人　スポーツ安全協会によるスポーツ活動、文化活動、ボランティ
ア活動、地域活動などを行う4名以上の団体（社会教育関係団体）が対象の保険です。
　スポーツの種目や活動内容、年齢などにより掛金（800円～11,000円）は異なりますが、インター
ネットでも加入手続きができるなど利用しやすくなっています。
　加入依頼書での申込みを希望される方は、大紀町教育委員会に用紙がありますので、どうぞ
お気軽にご利用ください。
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※応募の際には必ず電話番号等の連絡先を記載して下さい。
（問）企画調整課広報たいき担当　℡86-2214　Fax86-3500　メールkik@town.mie-taiki.lg.jp
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6月号（6月16日発行予定）

掲載の締切りは5月19日（金）です。
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こんにちは保健師です
こころの健康相談のお知らせ

問い合わせ　健康福祉課　保健師　℡86-2216

　伊勢保健所で精神科医によるこころの健康相談を年間6回行ってい
ます。
　相談内容は厳守されますので、安心してご相談ください。

〈平成29年度のこころの健康相談〉
　・ 予約制です。事前に伊勢保健所地域保健課（0596-27-5148）に予

約してください。
　・相談時間は1人30分です。

問い合わせ　伊勢年金事務所　℡0596-27-3601
　　　　　　住民課　　　　　℡86-2217

【平成29年度日程】
と　き ところ

平成29年 5 月25日

午後1時30分～
午後3時20分　

伊勢庁舎
ヘルスサポート室

（伊勢市勢田町628番地2）

平成29年 7 月27日
平成29年 9 月28日
平成29年11月16日
平成30年 1 月25日
平成30年 3 月22日

国民年金の広場
◆平成29年度の国民年金保険料額は、月額16,490円となりました。

◆保険料の免税制度があります。

　 所得が少ない時や失業等により保険料を納めることが困難な場合には、本人の申請によって、
保険料の納付が免税される制度があります。

①免税（全額免除・一部免除）申請
　 本人、配偶者、世帯主のそれぞれの前年所得が一定額以下の場合や、失業等の事由がある場

合に、保険料が全額免除または、一部免除となります。
②若年者納付猶予申請
　 50歳未満の方で、本人、配偶者のそれぞれの前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予さ

れます。
③学生納付特例申請
　学生の方で、本人の前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予されます。
※付加年金または国民年金基金に加入中の場合、免除等が承認されると脱退となります。
　また、過去2年まで遡って免税申請ができます。詳しくは下記の問い合わせまでご連絡ください。
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ヘルシー食生活通信

アレルギー表示が分かりやすく！
　国が定めている食品表示法では食物アレルギー症状を引き起こすことが明らかである食品の
うち、とくに発症者数や症状の重症度が高く、表示する必要性の高い食品７品目を「特定原材料」
として定め、表示を義務づけています。また、20品目を「特定原材料に準ずるもの」として、可
能な限り表示するよう推奨されています（表１参照）。
　また、誰もが常識的に卵や小麦を使用していると理解できるマヨネーズやパンなどは「特定加
工食品」の表示は廃止され、アレルゲンを含む旨の表示が義務化されています。

☆かぼちゃプリン☆
【材料　4人分】

かぼちゃ 60g
牛乳 200cc
砂糖 15g
生クリーム 15cc
バニラエッセンス 少々
ゼラチン 3.5g
水 大さじ1
カラメルソース
　砂糖 30g
　水 15cc
　湯 15cc

卵を使わないプリン

（表1）加工食品アレルギー表示対象品目

表示の義務があるもの
特定原材料7品目

えび、かに、小麦、そば、卵、乳、落花生

表示が推奨されているもの
特定原材料に準ずるもの20品目
（注）義務ではないため、含まれていても表示
されないことがあります

あわび、いか、いくら、オレンジ、カシューナッ
ツ、キウイフルーツ、牛肉、くるみ、ごま、鮭、
さば、大豆、鶏肉、バナナ、豚肉、まつたけ、
モモ、やまいも、リンゴ、ゼラチン

ヘルスメイト
【作り方】
　①　ゼラチンは分量の水でふやかす。
　②　かぼちゃの皮を厚くむき、電子レンジにかける。
　③　②のかぼちゃを熱いうちに裏ごす。
　④　 カラメルソースを作る（砂糖と水を入れて中火にか

け、カラメル色になったら火からおろして、お湯
を加えて混ぜる）。

　⑤　カラメルソースを型に流しておく。
　⑥　 牛乳を鍋で温め、砂糖を溶かし、沸騰直前に火か

らおろす。
　⑦　 ⑥に③のかぼちゃと生クリームを入れ、泡立て器

でよく混ぜて、さらにバニラエッセンスを加える。
　⑧　 ふやかしたゼラチンを電子レンジにかけて溶かし、

⑦に加える。
　⑨　万能こし器でこす。
　⑩　型に流し込み、冷やす。

エネルギー たんぱく質 脂　質 塩　分
112kcal 2.8g 3.7g 0.1g

【1人分の栄養価】
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5月の くらしのカレンダー

無事故・無違反チャレンジ123参加者募集のお知らせ

問い合わせ　チャレンジ実行委員会事務局（三重県環境生活部交通安全・消費生活課内）
　　　　　　℡059-224-2410、FAX059-228-4907

●成人健康相談　（時間は受付時間です）
　持ち物　健康手帳

▼大宮
1日（月）
午前 9 時30分～午前10時15分 上西出集会所
午前10時45分～午前11時30分 登利集会所
午後 1 時30分～午後 2 時 勝瀬集会所
午後 2 時30分～午後 3 時 小広瀬集会所
午後 3 時30分～午後 4 時 毘沙野集会所

▼紀勢
10日（水）
午前 9 時30分～午前10時 柏野生活改善センター
午前10時20分～午前10時50分 中里・栃ヶ久保集会所
午前11時10分～午前11時40分 コンベンションホール
午後 1 時30分～午後 2 時 三ヶ野生活改善センター
午後 2 時20分～午後 2 時50分 柏崎公民館（旧駅前会館）

12日（金）
午前10時～午前10時30分 高岡会館
午前11時～午前11時30分 紀勢老人福祉センター
午後 1 時30分～午後 3 時 福羅会館

▼大内山地区の健康相談はお休みさせていただきます

●妊婦・産婦・育児相談
　母子健康手帳をご持参ください。
　11日（木）　午前10時～午前11時30分

子育て支援センター　きらり

●大腸がん検診容器配布
　配布期間：5月24日（水）～7月3日（月）
　配布時間：午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　（土・日・祝日を除く）
　配布場所：本庁健康福祉課、各支所
　容　器　代：500円
※ 申し込みされた方には、受診票と一緒に「大

腸がん容器購入申し込み書」を郵送します。
　 必ず持参の上、窓口で容器代と引替えに領

収書と容器をもらってください。
※ 容器の回収は、がん検診会場で行いますの

で、ご注意ください。

日時などに変更がある場合は行政チャンネル
でお知らせします。

　チャレンジ実行委員会では、県民の交通マナーの向上と交通事故防止を目的に、チームで
123日間（平成29年７月１日（土）～10月31日（火））の無事故・無違反の達成を目指す「チャレン
ジ123事業」を実施します。運転免許を取得している３人１チーム単位でご参加ください（参加
費１人千円）。
　なお、無事故・無違反を達成したチームには、抽選により30万円分のトラベルギフト券など
豪華賞品も贈呈されます。

募集期間　平成29年５月１日（月）～６月30日（金）
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1月の納税など1月の納税など

　固定資産税
　国民健康保険税
　介護保険料
　水道料金

4月の納税など 町のすがた　3月末現在

人口 9,022人

男 4,271人

女 4,751人

世帯数 4,184戸

問い合わせ　企画調整課　℡86-2214

行事・催し物のご案内 

イベント名 と　き ところ

大平つつじ山まつり
平成29年4月29日（土）
午前10時～

大平つつじ山

東作さんと藤まつり
平成29年5月3日（水）
午前10時～午後3時

野原農村公園

大紀町ホームページがリニューアルされました！
　平成29年4月1日より、誰もが利用しやすいホームページを目
指し、大紀町の公式ホームページがリニューアルされました。
　新しいホームページは、文字も大きくなり、音声読み上げ
などのバリアフリー対応、外国語対応など、さまざまな機能
も追加される予定です。
　また、スマートフォン版も導入され、いつでも閲覧しやす
くなりましたので、是非ご利用ください。
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